
 

第１５号 平成２０（200８）年６月２８日             発行：貴志川線の未来を“つくる”会 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決算内容各年度比較
乗車人員（千人）運輸収入(千円） 損益(万円）

（南海電鉄　）17年度 1,922 287,663 ▲54,453
（和歌山電鉄）1８年度 2,114 315,732 ▲15,982
（和歌山電鉄）1９年度 2,118 323,514 ▲11,148

  

 

和歌山電鉄は１９年度決算を発表しました。南海電鉄から運営を引

き継いだ昨年度決算では利用者・収入とも大きく伸ばしましたが、１９

年度決算でもさらに増加させることができました。 

最終損益は、３,３６４万円の赤字とこれに前期繰越損失７,７８４万

円を加え１億１,１８４万円の赤字となりますが、和歌山市と紀の川市

の補助金８,２００万円を引くと次期繰り越し損失は２,９４８万円となり、

昨年度に比べ４,８３６万円の赤字縮減となりました。 

和歌山電鉄では、この要因は経営努力による利用者増とコスト削

減の効果があったと分析し、２０年度でこれをゼロに出来るよう努力し

ていきたいが、今後鉄道施設での大規模な修繕が必要なことから、

今後も行政各方面からのご支援をお願いしたいとしています。 

■運輸収入 ３億２３５１万４千円 

（前年比１０２．５％、７７８万２千円

増） 

■輸送人員  ２１１万８千人 

（前年比１００．２％、４,０９９人増） 

■次期繰り越し損失 ２,９４８万



 

 

 

 

 

 

 


